
★チップ型３軸加速度センサーＡＤＸＬ－３３５を基板に半田付けし、使いやすく  

  モジュール化しました。

★アナログ電圧出力ですので、加速度を電圧として測定できます。

■　測定レンジ　　   ±３ｇ

■　感度　　　　　   ３００ｍＶ／ｇ　    （電源３Ⅴ時）

■　０(ゼロ）ｇ出力　１．５Ｖ　　　    （電源３Ⅴ時）

■　電源電圧　　　   １．８Ⅴ～３．６Ｖ（標準３Ｖ）

■回路図■

■各ピンの説明■

番号 名称 接続・機能等

１ Vdd 電源入力　　１．８Ｖ～３．６Ｖ

2 Self Test セルフテスト ＧＮＤに接続　　通常動作モード

Ｖｄｄに接続　　セルフテストモード

　　　　　　　　（出力がシフトする）　

３ GND ＧＮＤ

４ GND ＧＮＤ

５ Z　0ut Ｚ軸出力

６ Y　0ut Ｙ軸出力

7 X　0ut Ｘ軸出力

8 GND ＧＮＤ
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１、出力の周波数帯域

　　ＡＤＸＬ－３３５は、外部コンデンサにより帯域幅を制限する機能があります。

　　このモジュールでは、０．１ｕＦのコンデンサを取り付けてありますので、

　　３ｄＢ帯域幅は、５０Ｈｚになります。

　　

　　３ｄＢ帯域幅＝１÷（２×3.14×3200OΩ×0.1uF）＝４９．７６Ｈｚ

　　　　　　　　　　　　　　

２、電源電圧、出力振幅（感度）、オフセット電圧（０ｇ時の出力電圧）の関係

　　ＡＤＸＬ－３３５の 出力振幅（感度）、オフセット電圧は、電源電圧により変化し

　　ます。

　◎　１ｇあたりの出力振幅（感度）＝　電源電圧（Ｖｄｄ）÷１０　　　 （Ｖ／ｇ）　　 

　◎　オフセット電圧（０ｇ時の出力電圧）＝　 電源電圧（Ｖｄｄ）÷２　（Ｖ）

    電源電圧    1g あたりの出力振幅（感度）    オフセット電圧（０ｇ時の出力電圧）

     ３．６Ｖ        ３６０ｍＶ　　　　　　　　　　　１．８０Ｖ

     ３．３Ｖ        ３３０ｍＶ　　　　　　　　　　　１．６５Ｖ

     ３．０Ｖ        ３００ｍＶ　　　　　　　　　　　１．５０Ｖ

     ２．０Ｖ        ２００ｍＶ　　　　　　　　　　　１．００Ｖ

     １．８Ｖ        １８０ｍＶ　　　　　　　　　　　０．９０Ｖ

     

３、ＳｅｌｆＴｅｓｔ端子の使い方

　　ＳｅｌｆＴｅｓｔ端子を Vdd 端子に接続すると、静電引力がピエゾセンサーに

　加えられ、センサービームが移動し、出力値が変化します。

　　これにより加速度センサーが正しく機能するかテストできます。

　　　　　出力の変化値（電源電圧３Ｖ時）　

　　　　　　　Ｘ軸　およそ　－３２５ mV（－１．０８ g)

　　　　　　　Ｙ軸　およそ　＋３２５ mV（＋１．０８ g)

　　　　　　　Ｚ軸　およそ　＋５５０ mV（＋１．８３ g)

　通常測定時は、ＳｅｌｆＴｅｓｔ端子をＧＮＤ端子に接続し、通常動作モードにします。

使用上の注意

１、Ｘ、Ｙ、Ｚの電圧出力の出力抵抗（インピータンス）は、３２Ｋ Ω と高いです。

　　入力インピータンスの低いＡ／Ｄ入力などに接続する場合は、注意してください。

２、ＡＤＸＬ－３３５には、Ｘ軸Ｙ軸に、±１５０ｍＶの０ｇオフセット誤差があります。

　　Ｚ軸に、±３００ｍＶの０ｇオフセット誤差があります。　　

　　また、Ｘ軸Ｙ軸Ｚ軸に±３０ｍＶの感度誤差があります。（２５℃、３、０Ｖ）

                                    

　　　　　　　　　　　　　　　　　－2－

　±３ｇ　３軸加速度センサー　アナログ電圧出力

　ＡＤＸＬ-３３５モジュール




